
宮崎県えびの市 高杉 せれな 観光・情報発信

【年 齢】
47歳

【出身地】
アメリカ合衆国
ニューヨーク州

【転出元】
東京都 稲城市

【前 職】
客室乗務員（現職）

【活動時期】
R３.４～

社内で地域おこし協力隊の募集があったため。
客室乗務員として各都道府県に派出していることを知って
いたことと、アウトドアが好きであったため募集要項に
合致していると感じた。

夫が宮崎県小林市に在住しており、宮崎県への移住を選択
肢のひとつとして考えていたため。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなどのURL】
https://www.Instagram.com/ebinocity.kyoryokutai/
https://www.facebook.com/ebinokyoryoku/

「えびの高原」というとても魅力的な観光地と豊かな自然
に囲まれた恵まれた地をもっと多くの方に知ってもらえる
よう効果的なPRをしていきたい。
宮崎県ではあるが鹿児島県の方が近いという特徴もアピー
ルし、ANA（所属会社）とも協力し知名度を上げる活動に
貢献したい。また地域に根差した起業も視野に入れ活動し
ていきたいです。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●アウトドアに関するPR活動
「アウトドアシティえびの」を掲げるえびの市では
多くのアウトドアアクテビティを有し、提供してい
ます。女性ならではの視点、県外者からの視点を
持って自分自身が体験したものをSNS等で発信して
います。

●観光・物産振興に関する活動
「田の神さぁ」や「えびの高原」といった定番の観
光地だけでなく、自分自身がこれは良いと思った地
元の隠れたスポットをTV番組、ラジオなどを通じて
紹介。物産展等にも参加し、「えびの市」の認知度
を上げる活動をしています。

●地元事業者との連携、お土産品開発
「えびの市」の認知度向上を目的に、地元住民・事
業者の方と協力してお土産品開発を実施しました。
一から商品を作りあげ、半年で市のブランド認証を
受け、宮崎空港でも販売を開始しました。「何もな
い」という消極的な住民の意識を変えて盛り立てる
こと目的に活動しています。


	スライド番号 1

